
活用力の向上を目指した   

算数科学習指導に関する実証的研究 

指導細案               
 

 

 

第６学年「体積のはかり方と表し方」 

 ・全１２時間 

 ・使用教科書：「新編 新しい算数６下」（東京書籍） 



●１／１２  第１次第１時 ｐ２０ 

●本時の目標 イラストや写真を見て，どれが一番大きいか考え，大きいと判断する根拠

が言え，立体の大きさ比べに対する関心を高めるようにする。  

●本時の評価 【関】身の回りのいろいろなものの体積に興味をもち，比べようとしてい

る。 

過

程 

学 習 活 動 指導上の留意点  評 価 活用力向上に係る  

具体的な手立て  

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

 

 

 

１．ｐ20 上段の建物の

写真を見て，解決す

るためのアイデア

を出し合う。  

 

《発言（ふきだし）予想》 

・高さをはかる。  

・何階立てなのか調べる。 

・わからない。  

 

２．３つの直方体の具

体物を見て，解決す

るためのアイデア

をふきだしに書く。 

《ふきだし予想》  

・数える。  

・重ねる。  

・わからない。  

 

３．実行スペースに自

分の考えを書く。  

 

 

 

 

 

 

４．絵を見て，立体の

大きさ比べるため

のアイデアをふき

だしに書く。  

 

 

 

 

 

 

・ワークシートの書

き 方 を 知 る た め

に，黒板をワーク

シートに見立て，

進める。 

・子どもたちの考え

をふきだしに板書

する。 

 

 

・ワークシートの作

戦スペースに思い

ついたことをふき

だしに書かせる。  

 

・思いついた順に番

号をつけていく。  

 

？思いついたことは  

ふきだしになんで

も書いても良いこ

とを知らせる。  

 

・大きいと判断する

根拠を選び，ペア

の人に説明する。  

 

 

・個数が見えないよ

うに提示する。  

 

 

 

 

 

 

 

【関】 

身の回りのい

ろいろなもの

の体積に興味

をもち，比べ

ようとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体物の提示  

ｄ実行スペース 

言葉や式，図など

を使って解き方を

書かせる 

 

ペア学習 

 

１番大きいのはどれでしょう。  

 



 

 

 

・同じものがいくつ

分で表すと大きさ

が比べられること

に気づかせる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

 

５．今日の学習を振り

返る。 

  

？ とまどっている子への手だて ！ 理解が進んでいる子への手だて  

 

 

ｅ振り返りスペース 

学んだことについ

て自分の言葉でま

とめさせる 

 



●２／１２  第１次 第２時 ｐ２１ 

●本時の目標 ３つの直方体や立方体の比較する方法を考える。  

●本時の評価 【関】立体の体積に興味をもち，比べようとしている。  

過

程 

学 習 活 動  指導上の留意点  評 価 活用力向上に係る  

具体的な手立て  

Ⅰ １．問題を把握し，本

時の学習のめあて

を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．３つの直方体や立 

方体の比べ方をふ

きだしに書く。  

 

《ふきだし予想》  

・辺の長さを知りたい。 

・面積で比べる。  

・辺の長さをたす。  

・切って重ねて比べる。  

 

 

３．ふきだしに書いた

ことを発表する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・図で提示するとき

は，上の図のよう

に並べ，提示する。

（辺の長さは見せ

ない。） 

 

 

・ 自分の思ったこ

とを自由にふき

だしに書けるよ

うにさせる。  

・ 思いついた順に

番号をつけさせ

る。 

 

？初めに思いついた

ことを書かせる。  

 

・自分に取り入れた

い 友 だ ち の 考 え

は，色を変えてワ

ークシートに記入

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体物の提示・操作  
３つの直方体や立方体で，かさが一番大きいのは  

どれか考えよう。  

 

 

写真１ 



Ⅱ 

 

４．比べ方を考える。 

 

 

・アとイでは，高さと縦 

の長さは同じだけど

横幅はイが長いので

イが大きい。  

・イとウは比べるのが難

しい。 

・具体的な立体（写真

１）を１人１組持

たせる。 

 

・実測だとずれるこ

ともあるので，そ

れぞれの辺の長さ

を確認させる。  

 

 

 

【関】 

立体の体積に

興味をもち，

比べようとし

ている。 

 

 

 

☆既習事項：  

長さ，面積  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅲ ５．自分の考えを発表

したり，友だちの考

えを聞いたりし，検

討する。 

 

・意見交流をする。  

・ 自分の書いたワ

ークシートを見

せながら説明さ

せる。 

 

・基準になるものの

いくつ分かで表す

と大きさが比べら

れることに気づか

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

 

６．今日の学習を振り

かえる。 

  

？ とまどっている子への手だて ！ 理解が進んでいる子への手だて  

 

 

ペア学習 

 

ｂ作戦・アイデアスペース 

思い浮かんだことを

ふきだしに書かせる  

学習内容の確認 

 



●３／１２  第１次第３時 ｐ２２ 

●本時の目標 「体積」の意味と，その単位「立方センチメートル c㎥」を知る。 

●本時の評価 【考】面積と同じように単位の大きさを決め，数値化し体積の比べ方を考

えている。  

過

程 

学 習 活 動 指導上の留意点  評 価 活用力向上に係る  

具体的な手立て  

Ⅰ １．問題を把握し，本

時の学習のめあて

を知る。 

 

 

 

２．解決するためのア

イデアをふきだし

に書く。 

 

《ふきだし予想》  

・何個か数えたらわか

る。  

・直方体イを立方体ウと

同じ形にする。  

・立方体ウを直方体イと

同じ形にする。  

 

３．ふきだしに書いた

ことを発表する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の取り入れた

い 友 だ ち の 考 え

は，色を変えてワ

ークシートに記入

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

 

４．１ｃ㎥の立方体の

積み木でイとウの

立体を作り、大きさ

を比べる。  

 

・ イは 60 個 

ウは 64 個 

 

 

 

 

 

？縦、横、高さのそ

れぞれに何個並ん

でいるかを確認し

ながら作らせる。  

 

・ 前時での牛乳パ

ックの数で比べ

た経験や積み木

の個数で調べた

経 験 を 思 い 出

し、数値化して

かさのちがいを

比べる方法を考

えさせる。  

 
ｄ実行スペース 

言葉や式，図などを

使って解き方を書か

せる 

具体物の操作  

図の直方体イと立方体ウのかさは，どちらがどれだけ大き

いか考えよう。  

ウ  
イ  



Ⅲ ５．自分の考えを発表

したり，友だちの考

えを聞いたりし，検

討する。 

 

「体積」の意味とその

単位「立方センチメ

ートル（ｃ㎥）」を

知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．練習問題をする。 

 ｐ22① 

 

 

・自分の書いたワー

クシートを見せな

がら説明させる。  

 

【考】 

面積と同じよ

うに，単位の

大 き さ を 決

め，数値化し

て体積の比べ

方を考えてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

Ⅳ 

 

７．アの直方体の体積

を，１ｃ㎥の立方体

を使って調べる。  

 

８．今日の学習を振り

返る。 

・ウの体積が一番大

きいことを確認さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペア学習  

ｅ振り返りスペース 

学んだことについ

て自分の言葉でま

とめさせる 

体積 ：もののかさのこと  

表し方：１辺が１ｃｍの立方体が何個分か  

で表す。  

１辺が１ｃｍの立方体の体積を  

１立方センチメートル「１ｃ㎥」

と書く。  



●４／１２  第１次 第４時 p２３ 

●本時の目標 直方体，立方体の体積を求める公式を理解する。  

●本時の評価 【考】体積を求める公式の意味について説明できる。  

過

程 

学 習 活 動 指導上の留意点  評 価 活用力向上に係る  

具体的な手立て  

Ⅰ ○既習事項を確かめ

る。 

１．問題を把握し，本

時の学習のめあて

を知る。 

 

 

２．解決するためのア

イデアをふきだし

に書く。 

 

 

 

《ふきだし予想》  

・１ｃ㎥が何個あるか計

算で考える。  

・計算で考える。  

 

３．ふきだしに書いた

ことを発表する。  

既習事項：体積  

     表し方 

     １ｃ㎥ 

 

 

 

 

・ およその体積を

見積もらせる。  

 

・ 長方形の面積を

計算で求める場

合は，縦×横で求

めたことを想起

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・自分に取り入れた

い 友 だ ち の 考 え

は，色を変えてワ

ークシートに記入

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆既習事項：  

長方形の面積＝たて×横 

      （４年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

 

４．体積の求め方を考

える。 

 

・１ｃ㎥の立方体の数

を早く，簡単，正確

に数える。 

ａ縦，横，高さに何

個ずつ並ぶか調

べて求める。  

 ｂ縦，横，高さの辺

の長さを表す数

・ 図や式，言葉な

どを使って表現

させる。 

？ 実際に１ｃ㎥の

立方体の積み木で

直方体を作らせて

みる。 

 

？１段目の縦，横，

高さに何個並ん

でいるか考えさ

  ｄ実行スペース 

言葉や式，図などを

使って解き方を書

かせる 

 

既習事項の確認  

直方体の体積を早く，簡単に求める方法を考えよう  

 

 



をかける。  

  縦・・ ３個 

  横・・ ６列 

    １段に 18 個 

  高さ・・４段  

せる。 

！ １ｃ㎥の立方体

の個数の求め方を

式に表してみるよ

う助言する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ ５．自分の考えを発表

したり，友だちの考

えを聞いたりし，検

討する。 

 

・黒板に子どもの考え

を２つ程度提示する。 

 

確認をする。  

・ 直 方体の体積は

乗 法で求められ

ること。 

・ 単 位となる立方

体 の並ぶ個数と

辺 の長さの数値

が等しいこと。  

 

 

 

 

 

 

・自分の書いたワー

クシートを見せな

がら説明させる。  

 

 

・友達の考えを説明

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考】 

体積を求める

公式の意味に

ついて説明で

きる。 

Ⅳ 

 

６．今日の学習を振り

返る。 

・ 既習事項を使う

と解けることを

意識させる。  

 

 

？ とまどっている子への手だて ！ 理解が進んでいる子への手だて  

 

ｅ振り返りスペース 

学んだことについて自

分の言葉でまとめさせ

る 

ペア学習  

直方体や立方体の体積は，公式で求めら

れる。 

直方体の体積＝縦×横×高さ  

立方体の体積＝１辺×１辺×１辺 



●５／１２  第１次 第５時 ｐ２４ 

●本時の目標 直方体，立方体の体積を求める公式を理解する。  

●本時の評価 【知】直方体，立方体の体積を求める公式を理解している。  

       【表】公式を使って，直方体，立方体の体積を求めることができる。  

過

程 

学 習 活 動 指導上の留意点  評 価 活用力向上に係る  

具体的な手立て  

Ⅰ 

Ⅱ 

１．課題を把握し，本

時の学習のめあて

を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

たて：３個 

横 ：６列 

高さ：４段 

 

３個×６列×４段  

＝７２個 

 

１㎝ 3 が 72 個で 

72 ㎝ 3 

 

２．練習問題をする。 

ｐ２４②，③  

 ｐ３０１（１）  

 

 

 

 

 

 

 

・何がわかると，体

積の計算ができる

のか確認する。  

 

 

・「たての個数」× 

「横の個数」× 

「だんの個数」であ

ることをまとめる。  

 

 

？１段目の縦，横，

高さに何個並んで

い る か 考 え さ せ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】 

直方体，立方

体の体積を求

める公式を理

解している。  

 

 

 

 

 

 

【表】 

公 式 を 使 っ

て，直方体，

立方体の体積

を求めること

ができる。  

 

 

☆既習事項  

・直方体の体積公式  

＝縦×横×高さ  

・立方体の体積公式  

＝１辺×１辺×１辺  

      （６年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

 

３．今日の学習を振り

返る。 

・ 既習事項を使う

と解けることを

意識させる。  

 

 

？ とまどっている子への手だて ！ 理解が進んでいる子への手だて  

学習内容の確認 

 

ｂ作戦・アイデアスペース 

解決への見通しを

言葉で表現させる 

既習事項の確認  

直方体の体積を公式を使って求めよう  

 



●６／１２  第１次 第６時  

●本時の目標 体積公式を使って，体積が 200 ㎝３になる直方体を考える。  

●本時の評価 【考】体積が 200 ㎝３になる直方体を考えている。  

       

過

程 

学 習 活 動 指導上の留意点  評 価 活用力向上に係る  

具体的な手立て  

Ⅰ 

Ⅱ 

 

○問題を把握し，本時

の学習のめあてを

知る。 

・  

 

○200ｃ㎥  になる立

体の求め方を考え，

ふきだしに書く。  

 

《ふきだし予想》  

・たて×横×高さ＝200 

・いっきに飲めるかな  

 

○ふきだしに書いた

ことを発表する。  

 

 

 

 

＊予想される考え方  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「直方体」であると

いう前時までの学

習を生かす。  

 

 

？直方体の公式を想

起させ，縦，横，

高さわかると，体

積の計算ができる

ことを助言する。  

 

 

 

 

 

・自分に取り入れた

い 友 だ ち の 考 え

は，色を変えてワ

ークシートに記入

させる。 

 

 

 

 

 

【考】 

体積が 200ｃ

㎥になる立体

を 考 え て い

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆既習事項：  

・直方体の体積公式  

＝縦×横×高さ  

・見取り図の書き方  

     （６年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ実行スペース 

言葉や式，図などを

使って解き方を書

かせる 

具体物の提示  

体積が 200ｃ㎥ になる直方体を考えよう。  

 

１×１×200 

１×２×100 

１×４×50 

１×５×40 

１×10×20 

１×25×８ 

２×２×50 

２×４×25 

２×５×20 

２×10×10 

５×４×10 

５×５×８  

 



 ・見取り図を書く。  ・ 既習の見取り図

を書かせる。  

 

！ １つの方法に満

足することなく，

多様な方法を書か

せる。 

 

？ イメージしてい

る形を言葉で書か

せる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

Ⅲ ・自分の考えを発表し

たり，友だちの考え

を聞いたりする。  

 

・黒板にいくつか提示

する。 

 

 

・自分の書いたワー

クシートを見せな

がら説明させる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

 

・今日の学習を振り返

る。 

・ 200ｃ㎥の直方体

でも，いろいろな

形（長さ）ができ

ることに気づか

せる。 

 

 

？ とまどっている子への手だて ！ 理解が進んでいる子への手だて  

ｅ振り返りスペース 

学んだことについ

て自分の言葉でま

とめさせる 

グループ学習  



●７／１２  第１次 第７時 ｐ２５ 

●本時の目標 複合図形の体積の求め方を考える。  

●本時の評価 【考】複合図形の体積を分割したり補ったりしてより早く，簡単に求めら

れるように考えている。 

過

程 

学 習 活 動 指導上の留意点  評 価 

 

活用力向上に係る  

具体的な手立て  

Ⅰ １．問題を把握し，本

時の学習のめあて

を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．解決するためのア

イデアをふきだし

に書く。 

《ふきだしの予想》  

・直方体が２つくっつい

ている。  

・ ４年生のときの面積

の学習のように２つ

に分けて考えるとい

い。  

３．ふきだしに書いた

ことを発表する。  

・具体的な立体を示

す。 

 

 

 

 

・およその体積を見

積もらせる。  

 

 

 

 

・面積の学習を思い

出させたい。  

 

・ 直方体の体積の

公式を使うと解

けそうだという

見 通 し を も っ

て、考えを進め

るようにする。  

 

・自分に取り入れた

い 友 だ ち の 考 え

は，色を変えてワ

ークシートに記入

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

☆既習事項：  

・直方体の体積公式  

＝縦×横×高さ  

    （６年生） 

・面積（４年生）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

 

４．体積の求め方を考

える。 

（予想される考え方） 

①縦に切る 

 ８×４×６＝192 

 ８×６×４＝192 

 192＋192＝384 

②横に切る 

 ８×４×２＝64 

 ８×10×４＝320 

・ 筋道立てて考え，

図や式，言葉など

を使って表現さ

せる。 

 

はじめに・・  

次に・・ 

最後に・・  

 

 

 

既習事項の確認 

ｄ実行スペース 

言葉や式，図などを

使って解き方を書

かせる 

この図形の体積の求め方を考えよう。  

 



 64＋320＝384 

③へこんでいる部分

をあると考えた直

方体から，へこんで

いる部分の直方体

を引く。 

 ８×10×６＝480 

 ８×６×２＝96 

 480―96＝384 

 

④等積変形をする  

 横長の直方体 

 10＋２＝12 

  ８×12×４＝384 

⑤等積変形をする。  

 縦長の直方体  

 ６＋６＝12 

 ８×４×12＝384 

⑥切り取りのせ型  

 （直方体） 

８×（４＋４）×６  

 ＝384 

？複合図形のどこで

分けたら，既習事

項の直方体の形に

なるか具体物をみ

せて考えさせる。  

 

！ １つの方法に満

足することなく，

多様な方法で求め

させていく。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ ５．自分の考えを発表

したり，友だちの考

えを聞いたりし，検

討する。 

 

・黒板にいくつか提示

する。 

 

 

 

・自分の書いたワー

ク シ ー ト を 使 っ

て、どんな式にな

るか説明させる。  

 

・発表ボードを使っ

て発表させる。  

【考】 

複合図形の体

積を分割した

り補ったりし

てより早く，

簡単に求めら

れるように考

えている。  

（ワークシート） 

 

Ⅳ 

 

６．練習問題をする。 

ｐ25④（１）（２） 

ｐ30２（１）（２） 

 

 

・今日の学習を振り返

える。 

・ 既習事項を使う

と解けることを

意識させる。  

 

 

 

 

？ とまどっている子への手だて ！ 理解が進んでいる子への手だて  

 

学習内容の確認 

発表ボードの使用  



●８／１２  第１次 第８時 ｐ２６ 

●本時の目標 直方体の高さと体積の関係を考える。  

●本時の評価 【知】直方体の高さを２倍，３倍，・・にすると，体積も２倍，３倍，・・

になることを理解している。  

過

程 

学 習 活 動 指導上の留意点  評 価 活用力向上に係る  

具体的な手立て  

Ⅰ １．課題を把握し，本

時の学習のめあて

を知る。 

 

 

 

２．解決するためのア

イデアをふきだし

に書く。 

 
《ふきだし予想》  

・体積を求めれば確かめ

られる。  

・１つ分は，たて×横×

高さで求められる。  

・高さが１㎝のときは  

5×3×1＝15 ㎝３  

３．ふきだしに書いた

ことを発表する。  

 

 

 

 

 

 

・実際に直方体を２

つ，３つ，・・と積

みながら課題をと

らえさせる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の取り入れた

い 友 だ ち の 考 え

は，色を変えてワ

ークシートに記入

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

 

４．高さと体積の関係

を表にまとめ，きま

りをみつける。  

・自分の考えを表や

グラフなどを使っ

て表現させる。  

【知】 

直方体の高さ

を ２ 倍 ， ３

倍，・・にする

と，体積も２

倍，３倍，・・

になることを

理 解 し て い

る。 

（ワークシート） 

具体物の提示 

 

ｄ実行スペース 

言葉や式，図などを

使って解き方を書

かせる 

直方体の高さを変えると，体積はどのように  

変わるでしょう。  

 

高さ□(㎝) １ ２ ３ ４ ５ 6 

体積○(㎝ 3) 15 30 45 60 75 90 

 



Ⅲ ５．自分の考えを発表

したり，友だちの考

えを聞いたりし，検

討する。 

 

 

６．高さと体積の関係

を式に表す。  

高さ□㎝，体積○㎝ 3 

○＝５×３×□  

○＝15×□ 

・ペア学習をさせる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

 

７．練習問題をする。 

ｐ２６⑤ 

 

 

 

 

 

○今日の学習を振り

返る。 

・ 既習事項を使う

と解けることを

意識させる。  

？実際に直方体を２

つ，３つと横につ

ながせる。  

 

 

？ とまどっている子への手だて ！ 理解が進んでいる子への手だて  

ペア学習  

学習内容の確認  



●９／１２  第２次 第１時 p２７ 

●本時の目標 大きな体積の表し方を考える。  

●本時の評価 【考】既習の単位関係の理解をもとにして，新しい単位関係について考え

ている。  

       【知】１m3=1000000 c ㎥関係を理解している。  

過

程 

学 習 活 動 指導上の留意点  評 価 活用力向上に係る  

具体的な手立て  

Ⅰ １．課題を把握し，本

時の学習のめあて

を知る。 

 

 

 

２．解決するためのア

イデアをふきだし

に書く。 

 

 

《ふきだし予想》  

・単位が㎝から m にな

っている。  

・大きい体積を求めてい

る。  

・直方体の公式が使えそ

う。  

 

３．ふきだしに書いた

ことを発表する。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 条件不足（□辺

の長さは見せな

い）として提示

する。 

 

・ 辺の長さを知ら

せることで，こ

の直方体の大き

さをイメージさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

・自分の取り入れた

い 友 だ ち の 考 え

は，色を変えてワ

ークシートに記入

に記入させる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

 

４．大きな直方体の体

積を求める。  

 

① 300×400×200 

   ＝24000000 

  24000000 ㎝ 3 

② ３×４×２  

   ＝２４ 

    ２４ｍ3 

  

情報不足の問題の

提示 

 

ｄ実行スペース 

言葉や式，図などを

使って解き方を書

かせる 

この図形の直方体の体積を求めよう。  

 

 

  



Ⅲ ５．自分の考えを発表

したり，友だちの考

えを聞いたりし，検

討する。 

 

・黒板にいくつか提示

する。 

 

 

 

 

 

 

６．１㎥を知る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１ｍ3 を作る。  

 

・１ｍ3 の立方体には

１㎝ 3 の立方体が

何個分あるか知る。 

・ 自分の書いたワ

ークシートを使

って，どんな式

になるか説明さ

せる。 

 

・㎝単位で計算する

と数値が大きくな

ることから，新し

い大きな単位の必

要性を感 じさ せ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１ｍの棒を用意し

て、グループで組

み立てたり、中に

何人入れるか試し

てみたりして量感

を育てるようにし

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考】 

既習の単位関

係の理解をも

とにして，新

しい単位関係

について考え

ている。 

【知】 

１ｍ3＝ 

1000000 c ㎥

関係を理解し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

 

７．練習問題をする。 

ｐ30１（３）  

 

 

 

８．今日の学習を振り

返る。 

・ 既習事項を使う

と解けることを

意識させる。  

 

 

？ とまどっている子への手だて ！ 理解が進んでいる子への手だて  

ｅ振り返りスペース 

学んだことについ

て自分の言葉でま

とめさせる 

ペア学習  

・大きいものの体積を表すには，  

１辺が１ｍの立方体の体積を単位と

する。 

 

・１辺が１ｍの立方体の体積を  

１立方メートルといい、１ｍ3 と書き

ます。 



●１０／１２ 第２次 第２時 p２８，ｐ３１ 

●本時の目標 ①体積は，辺の長さが小数の場合も公式が適用できることを理解する。  

②学習の内容の理解を確認する。  

  

●本時の評価 ①【表】辺の長さが小数でも，公式を適用して体積を求めることが  

できる。 

②【知】基本的な学習内容について理解している。  

        

過

程 

学 習 活 動 指導上の留意点  評 価 活用力向上に係る  

具体的な手立て  

Ⅰ 

 

１．問題を把握し，本

時の学習のめあて

を知る。 

 

 

 

２．解決するためのア

イデアをふきだし

に書く。 

《ふきだし予想》  

・直方体だ。  

・辺の長さが小数になっ

ている。  

・ どこの長さを使えば

いいのかな。  

３．ふきだしに書いた

ことを発表する。  

 

 

 

 

 

 

・条件過多（すべて

の辺の長さの条件

を 与 え て 提 示 す

る） 

 

・直方体の体積の公

式を使うと解けそ

うだという見通し

をもって，考えを

進 め る よ う に す

る。 

 

 

 

？自分に取り入れた

い友だちの考えは，

色を変えてワーク

シートに記入させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報過多の問題の

提示 

この図形の直方体の体積を求めよう。  

 



Ⅱ 

Ⅲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

４．体積の求め方を考

える。 

① 

0.8×1.5×0.7=0.84  

           0.84m3 

② 

80×150×70 

=840000 

１m3=1000000 cm3 

840000cm3=0.84m3 

 

５．自分の考えを発表

したり，友だちの考

えを聞いたりし，検

討する。 

 

・黒板にいくつか提示

する。 

？直方体だから公式

が使えることを確

認して，体積を求め

させる。 

 

！多様な方法を考え

させる。  

 

 

 

 

・ 自分の考えを書

いたワークシー

トを使って説明

させる。 

 

 

・辺の長さが小数の

ときも，体積を求

める公式が適用で

きることをまとめ

る。 

 

 

 

 

 

【表】 

辺の長さが小数

のときも，体積を

求める公式を適

用して体積を求

めることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表ボードの使用  

学習内容の確認 

ｂ作戦・アイデアスペース 

解決への見通しを

言葉で表現させる 

体積は，辺の長さが小数で表されていて

も，公式を使ってかけ算で求めることが

できる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ｐ31「たしかめよ

う」に取り組む。  

 

 

１直方体の体積の求

め方を確かめる問

題 

→ｐ23 

 

２１ｍ3 

＝1000000 ㎝ 3 

 であることを確か

める問題 

→ｐ27 

 

 

 

３体積の単位を確か

める問題 

 

 

？ 教科書を振り返

ったり，実際に  

１㎝ 3 の立方体を

積んだりして求め

方 を 確 か め さ せ

る。 

 

 

 

？ 教科書を振り返

ったり，実際に  

１ｍ3 と１㎝ 3 の立

方体を比べたりし

て確かめさせる。  

 

 

 

？ 体積の単位をそ

れぞれ確認し，□の

中にあてはまる単位

を入れさせる。  

 

 

 

 

【知】 

基本的な学習

内容について

理 解 し て い

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

？ とまどっている子への手だて ！ 理解が進んでいる子への手だて  



●１１／１２ 第２次 第３時 p２９，ｐ３１ 

●本時の目標 ①およその体積の求め方を考える。  

       ②１ℓ＝1000 cm3 であることを理解する。 

●本時の評価 ①【表】具体物を概形でとらえて直方体や立方体とみることによって，お

よその体積を求めることができる。  

       ②【知】１ℓ＝1000cm3 関係を理解している。  

 

過

程 

学 習 活 動 指導上の留意点  評 価 活用力向上に係る  

具体的な手立て  

Ⅰ 

Ⅱ 

 

１．①問題を把握し，

本時の学習のめあ

てを知る。  

 

 

 

 

２．牛乳パックの体積

を求める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・牛乳パックは既習

のどんな立体に一

番似ているかを考

えさせる。  

 

 

・ 実際に牛乳パッ

クの縦，横，高

さをはかり，体

積 を 求 め さ せ

る。 

・ 概形でとらえて

いるので，結果

は概数となり，

「約」をつける

ことに注意させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表  

具体物を概形

でとらえて直

方体や立方体

とみることに

よって，およ

その体積を求

めることがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ実行スペース 

言葉や式，図などを

使って解き方を書

かせる 

既習事項の確認  

 

図の牛乳パックに入る，およその体積の求め方を考えよ

う。 



Ⅰ  

 

 

１．１ℓのますに入る

水の体積を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．１ℓ=1000 cm3 で

あることを知る。  

 

・10×10×10＝1000 

        1000cm3 

 

 

 

 

３．１ｍℓは何 cm3 か

考える。 

 

 

 

４．今日の学習を振り

返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既習の１ℓますを提

示する。 

・およその体積を見

積もらせる。  

・深さ，ますに入る

水の体積に注目させ

る。 

 

・１辺が 10 ㎝であ

る こ と を 知 ら せ

る。 

 

 

 

 

 

 

・既習の１ｍℓを提示

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】 

１ℓ=1000cm3 

の関係を理解

している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆既習事項： 

かさの測り方（３年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

Ⅲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

？ とまどっている子への手だて ！ 理解が進んでいる子への手だて  

既習事項の確認  

ｅ振り返りスペース 

学んだことについ

て自分の言葉でま

とめさせる  

ｄ実行スペース 

言葉や式，図など

を使って解き方を

書かせる 

 

１ℓのますに入る水の体積を求めよう。  

 

 



●１２／１２ 第３次 第１時 ｐ２９ 

●本時の目標 複雑な立体の体積のはかり方を考え，算数のよさを感じる。  

●本時の評価 【関】複雑な立体の体積を工夫してはかろうとしている。  

過

程 

学 習 活 動 指導上の留意点  評 価 活用力向上に係る  

具体的な手立て  

Ⅰ 

 

１．問題を把握し，本

時の学習のめあて

を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・200 ㎝ 3 の直方体を

提示する。  

 

・直方体を入れたこ

とにより，持ち上

がった分の水と体

積は同じであるこ

とを知らせる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ ２．上がった分の水の

量を直方体とみた

ときの体積を求め

る。 

  

10×10×2＝200 

200 ㎝ 3 

 

 

 

？直方体の体積の公

式を想起させる。  

 

・複雑な立体の体積

も水そうの中の水

が持ち上がった分

の体積を求めれば

求められることを

理解させる。  

 

既習事項の確認  

ｄ実行スペース 

言葉や式，図などを

使って解き方を書

かせる 

この直方体を水に入れたとき，水の水面はどうなるでし

ょうか。 

 

 



Ⅲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．測りたいものの体

積を求める。  

 

（例）  

・ビー玉  

・ゴルフボール  

・たまご  

・石  

・くさり  

 などは用意しておく。  

・ およその体積を

見積もらせてか

ら，実際に体積を

求めさせるよう

にする。 

 

・ 自分の測ったも

のは，ワークシー

トにわかりやす

く書かせる。  

 

 

 

【関】 

複雑な立体の

体積を工夫し

てはかろうと

している。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ ４．学習の振り返りを

する。 

  

？ とまどっている子への手だて ！ 理解が進んでいる子への手だて  

 

ｅ振り返りスペース 

学んだことについて

自分の言葉でまとめ

させる 

ｄ実行スペース 

言葉や式，図などを

使って解き方を書

かせる  


